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１．はじめに 

 

現在，東日本高速道路(株)(以下，nexco東日本という)
エリアの交通集中渋滞は，これまでに実施してきた渋滞

対策やETC普及による料金所渋滞の緩和等により，ピー

ク時であった平成9年の約6割にまで減少している．しか

し依然として，平成17年1年間の交通集中渋滞は約1.1万
回発生しており，さらなる渋滞緩和が今後の重要な課題

の一つである1)． 
現在nexco東日本では，交通集中渋滞の緩和に向け，

車線数の増設や付加車線の設置に代表されるハード対策

を実施する一方で，ETCの時間帯割引や情報提供等によ

るソフト対策も実施している．これらソフト対策は，ハ

ード対策と比べてコストを抑制できることや，迅速に対

応できることが大きな利点である． 
nexco東日本が実施している情報提供を用いたソフト

対策に着目すると，高速道路利用前における『情報提供

TDM』と，高速道路利用中における『速度回復情報提

供』に区分される．後者は，サグ部や上り坂部等の速度

低下に起因して渋滞が発生するポイントにおいて，LED
標識により走行時の速度低下注意を促す対策であり，こ

れまでに渋滞緩和に有効な対策であることを確認してい

る2)～4)．前者については，交通分散を促す目的として，

インターネットやリーフレット等の媒体によって渋滞予

測情報を提供する渋滞緩和対策である5)～6)． 
インターネットにより提供される情報は，東・中・

西日本高速道路(株)共同で運営している高速道路情報サ

イト「ドラなび」の「ハイウェイナビゲータ(以下，ハ 
*    キーワーズ：交通情報，ＴＤＭ 
**   正会員，修(工)，東日本高速道路(株) 管理事業部 
  （東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルディング15階， 
   TEL: 03-3506-0229，E-mail: t.takeuchi.ab@e-nexco.co.jp） 
***  非会員，東日本高速道路(株) 管理事業部 
  （東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルディング15階， 
   TEL: 03-3506-0229，E-mail: t.minakata.aa@e-nexco.co.jp） 
**** 正会員，修(工)，(株)道路計画 技術部 
  （東京都豊島区東池袋2-13-14 マルヤス機械ビル5階， 
   TEL: 03-5979-8855，E-mail: k_fujikawa@doro.co.jp） 
*****正会員，修(工)，(株)道路計画 技術部 
  （東京都豊島区東池袋2-13-14 マルヤス機械ビル5階， 
   TEL: 03-5979-8855，E-mail: t_ishida@doro.co.jp） 

イナビという)」や「ドライブカレンダー（箇所毎・日

毎の5km以上の渋滞予測を提供）」から入手できる7)． 
ハイナビは，高速道路の出発ICと到着ICを設定する

と経路と料金，通常時所要時間を提示し，さらに出発予 
定日時を設定すると渋滞を考慮した予測所要時間を提示

するシステムである．なお，予測所要時間は，過去3ヶ
年の渋滞状況を考慮した渋滞予測に基づき算出している． 
ハイナビの利用状況についてみると，平成15年度は

月あたり約62万件/月の利用であったのに対し，平成17
年度は約281万件/月と4.5倍増加している．これら利用者

の増加傾向を考慮すると，渋滞予測情報の提供による渋

滞緩和が，今後大いに期待される． 
そこで本研究では，ハイナビ上で実施しているWEB

アンケートの結果から，渋滞予測情報提供と利用者の行

動変容の関係を分析し，情報提供が渋滞緩和に寄与する

可能性について考察することを目的とする． 
 

２．アンケート概要 

 

アンケートは，ハイナビで出発予定日時を設定した

利用者に対して，WEB上で実施している．回答は任意

としており，回答する意思のある方のみ，WEB上のア

ンケート専用ページを閲覧するシステムとなっている．

また，ハイナビで出発予定日時を設定した利用者が回答

しているため，基本的には渋滞を考慮した予測所要時間

情報を入手した利用者が回答していることになる． 
アンケートには全18の設問があり，属性，出発予定

日の行動予定，渋滞予測情報の活用状況等が含まれてい

る(表1参照)． 
 

表１ WEBアンケートの設問項目 

性別 年齢 職業 

利用車種 高速利用頻度 HP利用主目的 

高速利用目的 運転手と同乗者 旅程(宿泊数) 

行程(往路･復路) 利用計画変更予定 渋滞予測の認知度 

渋滞予測の利用状況 時間調整の経験 渋滞予測のｱｸｾｽ状況 

HP情報の満足度 HPの使いやすさ 今後のHP利用予定 



分析対象期間は，平成16年4月～平成18年2月の23ヶ
月間，サンプル数は36,879である．また，アンケート回

答率(ハイナビアクセス件数に対する比率)は0.08%であ

る．なお，上記のようなアンケート実施方法を採用して

いるため，ハイナビを初めて利用した方がアンケート回

答者の約36%を占めている． 
 

３．情報入手状況 

 

(１)渋滞予測確認件数と予測渋滞量の関係 

利用者がどのような日の渋滞予測情報を入手してい

るかを把握するため，日別の『渋滞予測確認件数(出発

予定日として設定された件数)』と『予測渋滞量』の関

係を整理し，図1～図2に示す． 
ここで，予測渋滞量はnexco東日本エリアの全路線を

対象としている．また，平成16年11月以降は，ETC料金

割引(深夜割引)の実施に伴いアクセス件数が増加したた

め，対象期間内で渋滞予測確認件数の出現傾向に変化が

生じた．よって，ここでは平成16年4月～平成16年10月
の7ヶ月間を対象として分析を行う． 
平日は，渋滞予測確認件数と予測渋滞量の間に相関

はみられない(相関係数：0.00)．この要因として平日は，

予測渋滞量が狭小な範囲に分布していることに加え，渋

滞予測確認を主目的とする利用者が26%であることから

日々の渋滞予測情報に対する関心が低いものと考えられ

る(料金検索を主目的とする利用者が50%と最大)． 
一方，休日(交通混雑期を含む)は，渋滞予測確認件数

と予測渋滞量の間に正の相関がみられる(相関係数：0.8
7)．この結果は，渋滞予測確認件数がそのまま需要交通

を表すとすれば当然の結果であるが，休日は渋滞予測確

認を主目的とする利用者が49%を占めており，高速利用

日の渋滞予測情報に対する関心が高いものと考えられる． 
 
(２)情報入手時期 
アンケートのログデータに記録されたアクセス日時

と出発予定日時の差分より，情報入手時期を集計する． 
全体傾向としては，高速利用予定の『直前～1日前』

までに情報を入手する利用者が全体の約47%，『直前～

1週間前』まででは全体の約71%を占めており，利用者

の大半は1週間以内に情報を入手する傾向にある．また，

『1ヶ月より前』に情報を入手する利用者は，全体の約

8%にとどまり，ハイナビでは長期的な情報をほとんど

入手していない状況にある． 
これらを高速道路利用目的別にみると，平日利用と

位置付けられる『業務』，『通勤・通学』目的の利用者

は，『直前～1日前』までに約7割の方が情報を入手して

おり，高速利用の直前に情報を確認する傾向が強い．一

方，休日利用と位置付けられる『観光・レジャー』，

『帰省』目的の利用者は，全体傾向と概ね一致しており，

1週間以内の短期的な情報を入手する傾向にある． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 渋滞予測確認件数と予測渋滞量の関係(平日) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 渋滞予測確認件数と予測渋滞量の関係(休日) 

 
４．利用計画の変更予定 

 

(１)全体傾向 
渋滞予測確認後の利用計画変更予定を集計したとこ

ろ，『特に変更しない』が約56%と半数を占めている

(図3参照)．ただし，この中には利用区間に渋滞が予測

されていない，および利用直前に情報を確認したため，

急に利用計画を変更できない利用者も含まれることに留

意する必要がある． 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図３ 渋滞予測確認後の利用計画変更予定 
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利用計画を変更予定とする利用者をみると，『出発

を早める』が約30%と最も多く，『出発を遅らせる』，

『ルートを変更する』(それぞれ約5%と8%)に対し，22
～25ポイント上回っている．なお，『利用計画を取りや

める』は約2%程度と稀である． 
 

(２)出発時刻の変更予定 
次に，『出発を早める』または『出発を遅らせる』

と回答した12,898サンプルを対象として，どの程度出発

時刻を変更する予定かを集計した結果を図4に示す．な

お，有効回答は11,050サンプル(有効回答率約86%)であ

り，変更時間数を回答していない1,848サンプルは対象

外としている． 
出発時刻変更予定者の変更時間をみると，出発時刻

を『1時間早める』が全体の約51%，出発時刻を『1～3
時間早める』では全体の約77%と大半を占めている．こ

のことから，出発時刻を変更する利用者は，早めにシフ

トする傾向が強く，変更量は概ね3時間までといえ，当

初の予定を大きく変更，または 遅めにシフトする利用

者は少ない． 
この要因としては，利用者がどの程度の予測渋滞の

もとで判断しているかは不明であるが，渋滞回避を主目

的として情報を入手しているのではなく，到着時刻の調

整を主目的としているのではないかと考えられる． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 出発予定時刻の変更時間構成 

 

(３)大幅な出発時刻の変更予定者 
交通容量超過時間帯から閑散時間帯への時間分散に

最も寄与すると考えられる，大幅な出発時刻の変更予定

者の出現状況を把握するため，利用計画の変更予定者を

『4時間以上の変更』，『3時間以内の変更』，『時間変

更なし』に区分し，曜日別，高速道路利用目的別，旅程

別に集計した結果を図5～図7に示す． 
出発時刻変更予定者を曜日別にみると，『3時間以内

の変更』にとどまる利用者は，どの曜日も30～32%と変

化がないのに対し，『4時間以上変更する』は，『交通

混雑期』が約7%と，通常日(平日，土曜日，休日)の約

3%に比べ4ポイント高い． 
高速道路利用目的別にみると，『3時間以内の変更』

にとどまる利用者は，どの目的も30%前後と変化がない

のに対し，『4時間以上変更する』は，『帰省』が約1
0%と，『帰省以外』の2～4%に比べ6～8ポイント高い． 
旅程別でみると，宿泊数が多いほど『3時間以内の変

更』にとどまる利用者の割合が減少する傾向であるのに

対し，『4時間以上変更する』割合は増加する傾向を示

しており，旅程の最も短い『日帰り』が約2%，最も旅

程の長い『5泊以上』が12%となっている． 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 利用計画変更予定者の構成率(曜日別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 利用計画変更予定者の構成率(高速道路利用目的別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 利用計画変更予定者の構成率(旅程別) 
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以上の結果，宿泊数が相対的に多く，旅程に余裕が

あると考えられる帰省目的の利用者が，大幅な時間変更

を行いやすい状況にあるといえる．また，これら帰省目

的の多い年末年始，ＧＷ，お盆の交通混雑期は，大規模

な渋滞が発生することもあり，大幅な時間変更を予定さ

れる利用者が多いものと考えられる． 
 

５．渋滞緩和効果 

 

情報提供に伴う渋滞緩和対策の発現状況をみるため，

日別の渋滞予測確認件数と渋滞量の変化量(実績渋滞量

－予測渋滞量)の関係を整理し，図8～図9に示す． 
前項と同様に，対象路線はnexco東日本エリアの全路

線とし，対象期間は平成16年4月～10月としている．な

お，ここで示される『渋滞量の変化量』は，渋滞予測情

報の提供による単独の効果ではなく，『速度回復情報提

供』や『ETCの普及』等による渋滞緩和効果も含まれて

いることに留意が必要である．また，休日においては，

大規模な事故渋滞が発生した1日は対象外としている． 
平日は，渋滞予測確認件数と渋滞量の変化量の間に

正の相関があり(相関係数：0.49)，渋滞緩和効果はみら

れない．前述のとおり，平日は渋滞予測確認を主目的と

する利用者が少ないことに加え，直前の情報を入手する

傾向にあることから，時間分散による渋滞緩和効果が発

現し難い状況にあると考えられる． 
一方，渋滞予測情報に関心の高い休日は，渋滞予測

確認件数と渋滞量の変化量の間に負の相関がある(相関

係数：-0.69)．つまり，渋滞予測情報が多く入手されて

いる日ほど，渋滞が緩和している傾向にあり，特に交通

混雑期の渋滞緩和量は相対的に大きい．これらを直接，

渋滞情報提供による効果と結びつけることはできないが，

情報提供に伴う交通分散が，渋滞緩和の一助となってい

る可能性があると考えられる． 
 
６．おわりに 

 

本研究では，渋滞予測情報を提供しているハイナビ

の利用状況をアンケート結果より整理し，①休日や交通

混雑期(年末年始・GW・お盆)は平日に比べて渋滞予測

情報に対する関心が高い，②帰省や旅程が長い利用者ほ

ど，渋滞予測情報により出発時間を大きく変更する傾向

がある，③渋滞予測情報の確認件数が多いほど渋滞の緩

和が図られる傾向があることを確認している． 
渋滞予測情報による渋滞緩和をさらに推進するため

には，渋滞予測に対する認知度を向上させていくととも

に，理想的な行動変容を促すことを念頭においた情報提

供を行っていくことが重要となる． 
nexco東日本では，平成18年のゴールデンウィークよ

り，渋滞予測情報の提供とあわせて，この渋滞予測情報

を活用した渋滞の回避方法についても周知を行っており，

今後，さらなる渋滞緩和が期待されるところである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ 渋滞予測確認件数と渋滞量の変化量の関係(平日) 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 渋滞予測確認件数と渋滞量の変化量の関係(休日) 
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